
信
頼
関
係
を
育
て
ま

し
た
。
そ
の
中
で
障

が
い
学
生
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
達
の
活

発
な
活
動
が
学
内
外

で
展
開
さ
れ
、
二
〇

〇
七
年
度
の
特
色

G
P（
G
o
o
d
P
ra
c-

tice

：

す
ぐ
れ
た
教

育
活
動
）
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
（
写
真

２
）。

＜

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
か
ら
全
て
の
障
が
い
学
生
支
援
へ

＞

今
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
発
達
障
が
い
学
生
支
援
で

す
。
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
代
表
の
高
山
恵
子
さ
ん
を
招
き
「
僕
ら
も
高

校
・
大
学
で
勉
強
し
た
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
三
月
に
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。
学
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
地
域
と
の
連
携

の
芽
が
で
き
ま
し
た
。
六
月
に
は
学
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開

き
、
一
〇
月
一
日
に
は
全
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
予
定
し
て

い
ま
す
（
写
真
３
）。

並
行
し
て
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
発
達
障
が
い
学
生
に
対

す
る
常
勤
教
員
に
よ
る
定
期
的
な
相
談
、
講
義
で
の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

支
援
、
学
科
の
教
員
と
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
絡
調
整
会
議
、
外
部

の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
い
で
の
支
援
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
採
用
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
か
ら
あ
る
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講

座
」
等
に
加
え
て
、
今
年
か
ら
「
障
が
い
原
論
」「
発
達
障
が
い
論
」

「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
入
門
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
学
の
取

り
組
み
を
反
映
し
て

発
達
障
が
い
当
事
者

の
周
辺
か
ら
在
学
生

や
入
試
に
つ
い
て
の

相
談
や
情
報
が
寄
せ

ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
国
の
先
進

的
な
取
り
組
み
か
ら

学
び
つ
つ
、
沖
縄
大

学
独
自
の
取
り
組
み

を
確
立
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学生支援の現場から

大学と学生 2008.1067

� � � � �
� � � � �
� � � �

� � �
� �

� �
� �

� �
�

��������������������������������������������������������������������

写真２ 沖縄県５大学聴覚障害学生支援シンポジウム
（５大学学生の共催による。2005年10月）

写真３ 講演会「僕らも高校･大学で勉強したい」
（2008年3月1日、沖縄大学）

沖
縄
大
学
は
那
覇
市
に
あ
る
、
学
生
数
二
三
〇
〇
名
（
大
学
院
生

二
〇
名
）
、
二
学
部
四
学
科
の
小
さ
な
大
学
で
す
。
来
年
一
〇
月
完

成
を
め
ざ
し
て
創
立
五
〇
周
年
記
念
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
中
庭
を
囲
む
全
校
舎
が
内
部
廊
下
（
一
部
が
屋
根
付
き
の

外
廊
下
）
で
つ
な
が
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス

は
小
さ
な
大
学
な
ら
で
は
の
利
点
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

心
部

（
一
号
館
）
に
、
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
「
学
生
支
援
室
」

を
設
置
す
る
予
定
で
す
（
図
１
）。

＜

大
学
と
学
生
の
二
人
三
脚
で
進
め
た
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

＞

五
年
前
に
福
祉
文
化
学
科
で
聴
覚
障
が
い
学
生
へ
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
支
援
を
始
め
て
二
ヵ
月
後
、
ノ
ー
ト

テ
イ
カ
ー
達
の
要
望
で
教
員
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
ま
し
た
。

学
生
達
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
や
っ
て
い
る

仕
事
が
重
す
ぎ
る
、

教
員
が
や
る
べ
き
こ

と
は
教
員
が
や
っ
て

く
だ
さ
い
！
」
と
要

望
し
ま
し
た
。
教
員

は
学
生
達
の
話
を
聞

き
、
「
あ
な
た
た

ち

は
す
ば
ら
し
い
取
り

組
み
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
通
り
で
す
。

す
ぐ
に
実
現
し
ま
す
」

と
約
束
し
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
学
科
長
が
大
学
に
働
き
か
け
、
二
ヶ
月
た
ら
ず
で
全
学

の
障
が
い
学
生
支
援
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
一
〇
月
に
は
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
代

わ
っ
て
職
員
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
財
政
的
に
厳
し
い
小
さ
な
大
学
で
す
が
、
学
生
の
力

に
依
拠
し
、
そ
れ
を
支
援
し
、
時
に
は
学
生
に
批
判
さ
れ
つ
つ
、
大

学
が
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
て
き
た
二

人
三

脚
が
学
生
と
大
学
の

学生支援の現場から
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◆
沖
縄
大
学

学
生
と
と
も
に
つ
く
る
障
が
い
学
生
支
援

谷
口

正
厚

人
文
学
部
福
祉
文
化
学
科
教
授

（
）

学
生
生
活
支
援
委
員
会
副
委
員
長

学
生

支
援
の
現

場
か
ら

図１ 沖縄大学キャンパス（完成後）




